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　Objective：The　aim 　of　the　present　study 　is　to　prepare　a　scale　enabling 　to　assess 　independence　ffom
multiple 　directions，　and 　to　clarify 　the　current 　state 　and 　gender 　differences　in　independence　among 　uni ・

versity 　 students ．　Methods ： An 　original 　questionnaire　 survey 　was 　administered 　to　784　students （382

men 　and 　402　women ），　and 　a　factor　analysis　was 　carried 　out 　Results：〔1｝The　independence　scale　con ・

sisted　of　seven 　factors：
“
Subjective　independence，

”“
Coilaborative　interpersona圭relationships ，

”
　
隔
Social

interests，
”
　
齢
Life　 management ，

”
　
“
Daily　 life　 skills，

”
℃ ooperative 　parent−chi 呈d　 relationship ．

”
and

“
Economical　independence．

”
〔2｝Of　all　subjects ，　scored 　high　were 丘）r

“
Subjectlve　independence，

骨

℃ ollaborative 　interpersonal　relationships ，
”

and ℃ ooperative 　parent・chiid 　relaUonship ，
”

while 　scored

low　was 　for
“
Economic　independence．

”
｛3）Gender　differences　were 　observed 　for　all　factors　except

“Subjective　independence．
”
The　scores 　f6r“Social　interests

”
and

“Economic　independellce
”

were

higher　for　male 　students 　than　for　female　students ，　while 　the 　scores 　for℃ ollaborative 　interpersqnal　re −

lationships，
け“

Life　management ，
”“

Daily　life　sklls
”

and ℃ ooperative 　parent−child 　relationship
”

were

higher　for　female　students 　than　male 　students ，　Based　on 　these丘ndings ，　the　current 　state　of　independ・

ence 　for　university 　students 　was 　discussed　from　the 　viewpoint 　of 　the　seven 　independence　factors　and

gender　dif〔erences ，
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　 1．緒　 　言

　（1） 問題 の 所在

　近年，親か ら独立 しな い 若者 や，安定的な雇用 を得

られない 若者，自ら社会 との 関わ りを もたな い 若者な

ど，若者の 自立 に関する 問題が社会的な関心 を集め て

い る ．こ れ らの現象は，「パ ラ サイ ト ・シ ン グ ル」「ブ

リーター」「ニ ート」「ひ き こ も り」 とい う用語 も生 み

出 した （斉 藤 1998 ；山 田 1999 ；小 杉 2003 ；玄 田

2004他）．こ の ような状況 に対応 するため ， 政府 も ，

わ が国 で は じめ て の 包括 的な若者政策 に 取 り組み始め

るなど，若者の 自立支援は，重要な社会的課題 とな っ

て い る．

　しか し，若者の 自立 は ，近年に な っ て 登場 した新 し

い テ
ー

マ で はな く，い つ の 時代に も人 々 の 関心 を集め

る社会的 テ
ー

マ で あ っ た．自立は青年期の 発達課題 と

位置づ けられ，就職，結婚，親に な る こ とな どの ラ イ

フ イベ ン トを通 じて ，親か ら精神的，経済的に 自立 し，

成人に達する とされ て きた．大学の大衆化に伴 う青年

期 の 延長 と と もに登場 した，自立 の 時期 を遅 らせ る 若

者 の 心理的あ り様 を ， 小此木 （1978）は 『モ ラ トリ ア

ム 人間の 時代 』と して 著 し，当時 の 若者論 を形成 した．

以来，自立 しな い 若者の 問題は，宮本 （2002） も指摘
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して い る よ うに ， 「自立心 の 欠如」など ， 若者 の 内面

に原 因を求め る議論が主流 であ っ た．

　 と こ ろ が近年，杜会経済構造，文化的状況の変容に

よ り，ラ イ フ コ ース の 多様化，個人化が進み ，就職

結婚，親に なる こ とな ど，こ れ まで 自立 の メ ル ク マ
ー

ル とされ て きたライ フ イベ ン トが不確定なもの とな っ

た ，そ こ で は若者が 自立す るため の 道筋そ の もの が不

透明 に な っ て い る．現代の若者の 自立 の 問題は，若者

が，自立する こ と に対する心理的契機や 自立する た め

の 生活要件 を得る こ とが 困難に な っ た こ とを背景 と し

て い る の で あ る．宮本 （2002）は
， イギ リス を始め と

する ヨ
ー

ロ ッ パ 諸国に お ける若者の 自立 に 関する研究

動向を踏まえた
一

連の研究か ら，「若者 を自立 させ に

くくして い る社会構造に こ そ 目を向け始めるべ きであ

る」と指摘 して い る ．

　こ の よ うに若者の 自立 の 様相が変容し，活発な議論

が展開 され るなか，現代の 若者が，どの ような 自立 の

プ ロ セ ス を経て ，大人 に な っ て い くの かを明らか に し

て い くこ とが求め られ る．人間は，心理，社会的存在

で あ る こ とを考え る と，若者が 自立 し，大人になる と

い うこ との 意味，そ の 現代的特徴 に つ い て は ，若者 の

心理的側面，社会的側面か らの 検討が不可欠 で ある．

本研究で は，そ の前提作業 として，彼 らの 自立の 実態

を客観的に把握 した い と考える，そ こで
， 大学生 を対

象 とした量的調査 によっ て ， 自立 の実態をとらえるた

め の 尺度の 作成 を試みる．その 尺度 を，異なる年齢の

対象者に用 い る こ と に より，今後，自立 の プ ロ セ ス も

検証 して い きた い と考えて い る，

　本調査で対象 とする大学生とい う時期は ，大人社会

へ の 参入 の 準備時期に あ た る．大学教育 に お い て も，

近年，卒後の就職支援に留まらな い キ ャ リア支援教育

に力が注がれる よ うに な っ て い る．卒業して 就職すれ

ば
， 自然に 自立が達成され るとい うラ イ フ コ ース が困

難な今，学生 自身が，生涯を見通 しなが ら，柔軟に 自

らの ラ イフ デ ザ イ ン を設計 し，実行す る力を身に つ け

る ため の支援が模索 さ れ て い る （大石等 2007），キ ャ

リア支援教育 とは，広範囲な意味で の 自立支援とい え

る が
， 支援の 方略 を検討す る 上 で も ， 自立 の 客観的な

実態把握は重要 な こ とである と考える．

　  　先行研 究 の 検討

　自立 とは，意思決定に おける 自己決定権と，遂行に

お ける 自己管理 能力の こ とで あり （上野 1988），経済

的 自立 ・生活的 自立 ・精神的自立 の 三要素がある とさ

れ る （上野 1988；天野 1998；高坂 と戸 田 2003他）．

最近 の青年心理学の テ キ ス トをみ る と，自立 とは，自

分 な りの 見通 しをもっ て ，人生 を切 り開い て い くこ と，

と述べ られ て い る （白井 2006＞．自立 とはある状態を

さ して い る用語であ り，自立をどうとらえるか は社会

文化的な背景 におい て 異なるため，研究 に お い て も，

明確な定義がな され ない まま使用 され て い る場合も多

くみ られる．また，対象や 視点の違い に より，その 内

容は必ずし も同
一で は ない （渡邊 199ユa ），

　 自立の 研究に，量的デ
ー

タか ら自立 の 構成要素 を実

証的 に 抽出 し，自立 の 構造 をとらえようとす る 尺度化

の 研究がある．こ の よ うな研究は ，心理学領域を中心

に行われ て きた．そ れ らの 研究成果 と して
， 自立が多

側面 か ら な る 概念 で あ る こ とが 実証 され て い る （渡邊

1991b，1992；福 島 1992，1996；高坂 と戸 田 2006）．

自立 を構成す る側 面 をどうとらえるかは，それぞれ の

研究の 対象や 視点に よ っ て様 々 で ある が，こ れ ら の研

究に共通して み られ たの は，心理的自立，経済的自立，

社会的自立 の 3側面 で あっ た．また ，生活身辺 自立の

側面 を含む研究 もみ られ た （渡邊 1991b， 1992；福

島 1992，1996），渡邊は，こ れ まで の 自立研 究が男性

中心 に 構築され て きた こ と か ら，生活身辺的な 自立が

軽視 され て きた こ とを指摘 し，自立 の獲得に は生活身

辺的行動 の 自立 も重 要 で あ る と指摘 して い る （渡邊

1992，　1995）．

　
一
方，自立 に関する研究は こ こ 5年で 急増 して い る ．

自立 をキー
ワ
ードに，若者，青年，大学生を条件とし

て ，1996年か ら 2005年まで の 10年間 の 研究論 文を

CiNiiで検索 した結果 ，延べ 276件の 論文が検 出 され

た ．うち，前半の 5年間 （1996−2000年）は 65件で

あ っ た の に対 し，200ユー2005年で は 214件 と論文件数

は 3倍以上 に増加 して い た．2000年以 降は，フ リー

タ
ー

や ニ
ー

トの増加が社会的問題 と して ク ロ ーズ ア ッ

プされ，自立 の た め の生活条件 を手に入れ られ ない 若

者が増加した こ とへ の 関心が高 まっ て きた時期で ある

（玄田 2001 ；小杉 2002 ；宮本 2002
，
2004 ；本 田等

2006他）．こ うした 関心 か ら ， 心理学領域中心 に行わ

れて きた青年の 自立に関する研究は，家族社会学や労

働経済学，生活経営学など多 くの 領域へ と広が りをみ

せ た （日本家政学会生活経営学部会 2002 ；労働政策

研究 ・研修機構 2004 ；社会政 策学会 2005他）．こ れ

らの研究に お い て は ，青年側 の 心理的モ ラ トリア ム の

問題として扱われ る こ とが多か っ た 自立の 問題 を，親

との 経済的関係や，雇用状況 な ど の 社会経済的要因 と

の 関連におい て とらえようとする視点が ク ロ
ーズ ア ッ
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プされ て い る．加えて ，シ テ ィ ズ ン シ ッ プ （市民 とし

て社会に参画する権利）の獲得に関する議論 もすすめ

られて い る （Jones　and　Wallace　1992；宮本 2002），

　しか し，こ の ような最近 の 議論は，自立 の 尺度化の

研究に は十分に は反映さ れ て い な い ．尺度化の研究が

主 と して心理学領域で 行わ れ て きた た め，そ の 関心が

心理的自立に注が れ て きた こ とも要因の ひ とつ で あろ

う．そ の た め
， 自立 の

一
側面 で あ る社 会的 自立 は ，対

人関係的内容に重点がおかれ て い る場合が多く，シ テ ィ

ズ ン シ ッ プ の獲得 とい う側面は明確 に意識さ れ て は い

ない ，また
， 親との 関係は心理的自立ととらえられ，

親 との経済的関係や生活条件に よ っ て 親子関係が規定

され る と い う視点は み られな い ．現代 の 自立問題 に対

応す るため に は，こ の ような視点を含め て 自立 を測定

で きる，心理的内容に偏らない 自立尺度が必要で ある．

　（3） 本研究の 目的

　そ こ で
， 本研究 の 目的は，1．自立 を多面的 に測定

する 自立尺度 を作成す る こ と，2．作 成 した尺度 を用

い て大学生 の 自立 の実態お よび性差を検討する こ とと

した．自立は，他者や社会との 関わ りを通 して達成さ

れ る もの で ある た め
，

ジ ェ ン ダーと密接 な 関連 が あ る

と考えられ る ．なお，自立尺度 の 妥当性 を検討するた

め に，自尊感情尺度を使用 した．自尊感情は，自分 自

身を全体 と して 肯定的 に 評価 す る こ とで あ り， 精神的

健康や適応の 基盤 を支 える役割を果た して い る．青年

期 の 自我 同
一

性 の 発 達 に プ ラ ス に働 くこ とが指摘 され

て お り （Grotevant　1987），自立尺 度 とは正 の 相関関

係 に ある と予測され る．

　2．方　　法

　（1） 自立尺度の項目作成

　上記 の 先行研究お よ び筆者 らが大学生 ， 大学院生 を

対象 に 「自立する とはどうい う こ とだ と思 い ますか」

とたず ねた予備調査 （大石等 2006；大石等 （未発表））

の 自由記述文をも と に ， 以下 に述べ る ように，独自に

7領域 を設定 し，各領域 5 項目の 計 35 項目か らな る

質問項 目を作成した．

　まず，自立の 大枠を 「心理的自立」 「経済的自立」

「社会的自立」「生活身辺 的自立」「親か らの 自立」の

5側面と し た．さ らに，心理的自立 は こ れ まで の 先行

研究 をふ まえ，自己確立 ， 対人 関係 ， 自己受容 の 3 つ

に分け，次の 7領域を設 定した．  心理的 自立 ・自

己確立 ：自分 の 考え ・意見 をもっ て い る，自分 で 決め

た こ とを行動に うつ せ る など，主体的な自己の確立 に

関する項目，  心理 的 自立 ・対人関係 ：他 人 の 気持

ち を思 い や る こ とが で きる，周 りの 人 と協力 して 物事

に取 り組むこ とがで きるな ど
， 協調的な対人関係に関

す る項目，  心理 的 自立 ・自己受容 ；自分 の 長所や

欠点が分か っ て い る，自分の こ とを気に 入 っ て い る な

ど，ありの ままの 自分を受け入 れ る こ とに 関する項目，

  経済的自立 ：大学の学費を自分で 払 っ て い る ，自

分で 遣 うお金 の 月々 の 収支を把握して い る な ど
， 金銭

管理や経済的な 自活 に関する項目，  社会 的 自立 ：

社会の 出来事に関心がある，社会の
一

員 と して の 自覚

をもっ て い る など，社会へ の 関心や社会参加，シ テ ィ

ズ ン シ ッ プに関する項 目，  生活身辺 的自立 ：自分

の 部屋 の 掃除は 自分で す る
， 自分の 健康状態 に 注意 を

払 っ て い るなど，家事技術や 自分の 生活を適切 に管理

する こ と に関する項目，  親か らの 自立 ：親の こ と

を信頼 してい る ， 親 には親の 自分 には 自分 の 考えがあ

るなど，親子 の 信頼 関係や分離 に関する項目．

　  　調査協力者お よび調査方法

　 関東お よび近畿地方の私立大学 6 校 （9学部）の学

生 791名に無記名式の質問紙調査を講義時間を利用 し

て集団実施 した ．調査時期は
，
2006年 7 月 か ら 9 月

で ある．

　（3） 調査内容

　 1）　基本 的属 性

　学部，学年，年齢 ，性別 につ い て たずねた，

　2） 自立尺度

　前述 の 35項目それぞれ に対して
， 「まっ た くあ て は

まらない 」 （1 点），「あま りあ て はまらない 」 （2点），

「どち らともい えな い 」 （3 点），「や や あ て はまる」 （4

点），「か な りあて は まる」（5 点）の 5件法で 回答 を

求め た．

　3）　自尊感情尺度

　 Rosenbergの 自尊 感 情 尺度 の 邦 訳 版 を使 用 した

（山本 2001）．こ の 尺度は，「少な くとも人並 み に は，

価値 の ある 人間で あ る」「色々 なよい 素質をもっ て い

る」な どの 10項 目か らなる ，それぞれ の 項目に つ い

て ，「あて はまらない 」 （1点），「ややあ て はまらない 」

（2点），「どちらともい えない 」（3 点），「ややあて は

まる」（4 点），「あて は まる」 （5 点）の 5 件法で 回答

を求め （10 項目中 4 項目は逆転項目），10項目の 回答

（1〜5点）を合計 し ， 自尊感情得点 を算出 した （レ ン

ジ 10−−50点）．得点が高い ほ ど，自尊感情が高い こ と

を示す．
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　 3．結　　果
’ 1

　 （1） 調査協力者の 属性

　有効 回答者 は ， 791名中 784名で あ っ た．学年は

1〜4 年の 各学年に わた り，平均年齢は 19．6 歳 （SD

2．1）で あ っ た．性別 は，男性 382名 （48．7％），女性

402名 （51．3％）で あっ た．

　  　自立尺度の 得点

　 自立尺度の 各項目の 平均値 と標準偏差を算出 した，

平均値が 4 点台の高い 数字を示 した項 目は，高い 順に

「ひ と りで 過ごす時間を楽しめ る」「親に は親の
， 自分

に は 自分 の 考えがあ る」「自分の 部屋 の 掃除は自分で

す る」 「親 の こ とを信頼する」「自分の居場所がある」

の 5項目で あ っ た．一
方，平均値が 1点台と低か っ た

項目は，低 い 順 に 「家に お金 を入 れ て い る」「大学の

学費を自分で払 っ て い る」r自分で 生活で きる だ けの

収入 を得て い る」の 3項 目であ っ た．調査対象 とな っ

た大学生は，親子間の 関係は良好で，か つ プ ラ イベ
ー

トな時 間 と空間が確保で きる環境に あ る が ，経済的な

自立度は低 い とい える．

　（3） 自立尺度の 因子分析

　自立尺度の構造を明らか にする た め に
，

全 35項 目

に対 し，最尤法，プ ロ マ ッ ク ス 回転解法に よ る因子分

析 を行 っ た．因子負荷量が絶対値で 0．30未満 の 2項

目 （「何で も話せ る相手が い る」「自分 の 長所や欠点が

分 か っ て い る」）を削除 し，固有値 の 減衰状況 お よ び

仮定 した 因子数が 7 因子 で あ っ た こ とか ら，因子数 を

7 因子に指定 し，33項目で 再度最尤法，プ ロ マ ッ ク

ス 回転に よる因子分析を行 っ た．さら に，因子負荷量

が絶対値で 0，30 未満の 1項目 （「自分の 将来に 目標を

も っ て い る」）を分析か ら削除 し，32項 目で 再度 同様

の 因子分析を行 っ た とこ ろ，解釈可能な 7因子 が抽出

さ れ た （表 1＞．

　各因子に負荷量 の 高か っ た項 目を解釈 して ，因子 を

命名 した ．第 1因子 は，「親 に は 親 の ，自分 には 自分

の 考えが あ る」「自分の こ と は 自分で 判断する」な ど，

自分 の 考えをもち，自分で判断 し，行動に うつ せ る と

い っ た主体的な 自己の確立 に 関する 9項目か らな り，

「主体的自己』 （α
・＝ 0．805＞ と命名した．第 2 因子 は，

「相手の気持ちを察 して ，適切 な対応が で きる」「他人

の 気持ちを思 い や る こ とが で きる」な ど，人 の 気持ち

をくみ なが ら ， 周 りの 人 と協調的な対人関係を形成 し，

維持する こ とに関す る 5項 目か らな り，『協調的対人

判

本研究 にお ける分析 に は，SPSS　Verl4，0 を使用 した．

関係』（α
＝O．805＞と命名 した．第 3因子は，「日本 の

政 治 に 関心が あ る」「社 会 の 出来事に 関心が あ る」な

ど，自分を取 り巻 く社会的状況に関心をもつ こ とに 関

する 3 項目か らな り，『社会的関心』（a ＝O．697）と命

名 した 。第 4 因子 は ，「規則正 しい 生活 をす る」「自分

の 健 康状態 に注意 を払 っ て い る」など，自分の 生活に

関心 を払 い ，管理 す る こ とに関する 5項 目か らな り，

『生 活管理』 （α
＝O．623） と命名 した ．第 5因子 は ，

「自分の洗濯物は 自分で 洗濯する」「日頃の 自分 の 食事

は 自分 で 作 る」 「自分 の 部屋 の 掃除は 自分で する」の

3項 目で ，基本的な生活を維持するため に必要な処理

能力に 関する内容で ある こ とか ら 『生活身辺処理』

（α
＝ 0，654）と命名 した 、第 6因子 は，「家 にお金を入

れ て い る」「大学の 学費を自分 で払 っ て い る 」 な ど，

経済的な自活に 関する 3項目か らな り，『経済的自活』

（α
；0，682）と命名 した．第 7 因子は，「親の こ とを信

頼 して い る」「早 く親か ら独立 した い 」（逆転項目）な

ど，親 との 信頼関係 や 親子 の 親密性 ， 距離 の 近 さ を 示

す 4 項目か らな り，『共生 的親子関係』 （α ニO．586） と

命名 した．

　（4） 因子得点の算出

　次に各因子 に含まれ る 項 目の 平均値 を算出 し，各因

子 の 得点と した （表 2）．因子 間 の 得 点を
一

要 因分散

分 析 に よ り比 較 した結果，主 効果 がみ られ た （F

（6，4410）＝657．1，p ＜0．001）．多重比 較の結果，『主

体的 自己』『協調的対人関係』は他の 因子 よ り得点が

高 く，『共生的親子関係』は 『主体的自己」『協調的対

人関係』を除く他の 因子 よ り得点が 高か っ た ．『社会

的関心』『生 活管理』『生活身辺処理』は 『主体的自己』

『協調的対 人関係』『共生的親子 関係』よ り得点が低 い

が，『経済的な自活』 よ りも得点が高 く，『経済的自活』

は すべ て の 因子よ りも得点が低か っ た、また，因子得

点 の 性差 を検討するため に，平均 値 の 差 の検定を行 っ

た （表 2）．その 結果，『主体的 自己』以外で有意差が

み られた．『社会的関心』『経済的自活』で は ，男性の

方が女性 より因子得点が高く，『協調的対人関係』『生

活管理』「生活身辺処理』「共生的親子関係』の 4 因子

で は ，女性の 方が男性よ り因子得点が高か っ た．

　（5） 自立尺度 と 自尊感情 との 関連

　 自立尺度の 7つ の 因子得点 と 自尊感情得点 と の 間の

相 関係数を算出 した （表 3）．そ の結果，7 因子すべ て

と自尊感情得点 との 間に，正 の相関が存在 した．性別

に み る と，男性 は 7 因子すべ て ，女性は，『社会的関

心』以外の 6 因子 と自尊感情得点 との 間に有意な正の
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表 L　自立尺度の因子分析結果 （最尤法，プ ロ マ ッ ク ス 回転）

項目 1 ll 皿 V 平均 　 SD

1 主体的 自己 （α
＝0，805）

33．親 に は親の ，自分 に は自分の考 えが ある 0．780 一
〇．040 一

〇．042 一
〇．130 一

〇．083 一
〇．108 一

〇．1604 ．120 ，86

2．自分の こ とは 自分で判断する 0．776 一
〇．041 一

〇．051 一
〇、050 一

〇．0010 ．117 一
〇，Q623 ．870 ．94

1．自分 の 考 え ・意見 を も っ て い る 0．756 一
〇．Ol50 ．OlO 一

〇．080 一
〇．0440 ．049Q ．0463 ．890 ．96

34．自分 の 意志 を親 に は っ きりとい える 0．535 一
〇．038 一

〇．0870 ．043 一
〇．0270 ．05102763 ．590 ．21

4．自分の 言動 に責任を もて る  ．4570 ．062O ．0290 ユ16O ．0790 ユ290 ，0683 ，320 ．02
3．自分 で 決め た こ と を行 動 に うつ せ る 0．4540 ．177 一

〇．0410 ．0460 ．0580 ．129 一
〇．0563 ．580 ．98

14，ひ と りで 過 ごす 時間を楽しめ る 0．449 一
〇．1090 ．108 一〇．1020 ．026 一〇227O ．C414 ．210 ．94

13．自分 の 感情 を自分 で コ ン トロ
ール で きる 0．3760 ．1710 ．0070 ．111 一

〇．031 一
〇．123 一

〇．0563 ．740 ．Ol
12．自分の こ とを気に 入 っ て い る 0．3130 ．0070 ．0220 ，088 一

〇．0080 ．0830 ．1482 ，940 ，08

H 協調 的対人関係 （α
＝0．805）

7．相手の 気持ちを察して，適切 な対応 が で きる
一

〇．Ol70 、867 一
〇．Ol9 一

〇．108 一
〇．0050 ．024 一

〇．0643 ．640 ．87

6．他 人の 気持 ちを思い や る こ とが で きる
一Q．0780 ，8350 ．020 一

〇，096 一
〇，042 一

〇．0470 ．0133 ．84Q ．84

9．周 りの 人 とよい 関係 を維持す る こ とがで きる
一

〇．Ol3O ．665 一
〇．1150 ．0920 ．019 一

〇．0520 ．0473 ．690 ．91
8．周 りの 人 と協力 して 物事に取 り組む こ とが で 0．0410 ．647 一

〇．0240 ．026 一
〇．040 一

〇．1040 ，1183 ．820 ．92

きる

22．社 会的 に広 い 視野 をもっ て い る 0．2010 ．3380 ．2380 ．037 一
〇，0040 ．085 一

〇，0813 ．180 ，97

m 仕会的 関心 （α ＝0．697）
23．日本の 政 治に 関心があ る 一〇．103 一〇．009O ．855 一〇．0290 ．0120 ．Q480 ．0332 ．85O ．26

21．社 会の 出 来事に 関心 が あ る Q．082 一
〇．0220 ．786 一

〇．0490 、140 一
〇．1140 ．0423 ．70o ．74

24．新聞を読む
一Q．002 一

〇，0820 ，493O ．173 一
〇，334D ．035 一

〇．0832 ．480 ．28

IV 生活管理 （α
＝0．623）

30．規則正 しい 生 活をす る
一

〇．204 一
〇，062O ．0250 ．813 一

〇．006 一
〇．033 一

〇。0542 ．62O ．15
29．自分 の 健康状 態 に注意 を払 っ て い る 0．077 一

〇．066 一
〇．0550 ．6710 ．035 一

〇．155O ．0773 ．23Q ．互9
20．将来に備えて，蓄え （貯金な ど）を して い る 0．1530 ．1990 ．0420 ．313 一

〇．026O ．128 一
〇．1012 ．650 ．35

25，社会 の
一

員 と して の 自覚 を も っ て い る 一〇．0920 ．OI9 一〇．0070 ．310 一
〇．0060 ，2090 ．0723 ．130 ．04

17，自分 で使 うお 金の 月 々 の 収 支 を把握 して い る o．099．一
〇．0120 、0600 ．3020 ．0380 ，072 一

〇．QIO3 ．390 ，18

V 生 活身辺 処理 （α
＝O．654）

27．自分 の 洗濯物 は 自分 で洗 濯す る 一〇．063 一〇．0530 ．017 一
〇．0990 ．924 一

〇．003O ．0052 ．770 ．66
28．日頃 の 自分の 食事 は 自分 で 作 る

一
〇．071 一

〇．Ol4 一
〇．0290 ユ420 ．6770 ．0990 ．0202 ．390 ．40

26。自分 の 部屋 の 掃除 は自分 で す る 0．1530 、038 一
〇，Q13Q ．2020 ．310 一

〇，215 一〇，1474 ．030 ．15

VI 経済 的 自活 （α一〇．682）
19．家 に お 金 を入れて い る 一〇．039 一〇．106 一〇，007 一〇．OD8 一〇．0630 ．6800 ．0161 ．570 ．07

18．大学 の 学費を自分 で払 っ て い る
一

〇．009 一
〇，014 一

〇．018 一
〇．05ユ 0．0020 ．654 一

〇．0261 ．580 ．19

16．自分で 生活で きる だけの 収入 を得て い る 0，0610 ．0080 ．0〔殴 一
〇．0220 ．1270 ．581 一

〇．051L880 ．18

皿 共生 的親子関係 （a ＝0．586＞

31，親 の こ とを信頼 して い る

32．親は 自分の こ とを信頼 して い る

35．早 く親か ら独立 した い

15．自分 の 居場所が ある

　0，089　　
− O．027　　　0．Ol1　　

− 0．022
−0，G33　　　0．203　　　0．140　　　0．001
　0．334　　　0．Ol8　　　0．076　　

− O．Oe9

　0，329　　　0，0〔レ0　　
− O．Q24　　　0．012

　 0。053
　 0．048
　 0，083
− e．096

一
〇，063

　0．070
− 0．026
− 0．120

　 O．695
　0．555
− O．508
　 0．371

4．03　0．06

3．55　0．02
3．57　 0．ユ6
4．01　 0．97

因子間相 関

　 　 　 　 1

　 　 　 　 皿

　 　 　 　 IV

　 　 　 　 V

10

．6990
．4220
．5540
．3170
．2100
．290

H

0．3100
．5630
．2580
．2330
．403

皿

O．4220

，1740
，2650
．000

O．2800
，2300
，256

V

O．2110
．183　　　0，028

除外項 目　5．何 で も話せ る相手が い る，7．自分 の 将 来 に 目標 をも っ て い る，30，自分 の 長所や 欠点が 分か っ て い る．
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表 2．自立尺度の 因子得点

因子
全 体 男性 女性

平均 （SD） 平均 （SD） 平均 （SD）
t値

1 主体的自己

H 協調 的対人 関係

皿 社会的関心

］V 生活管理

V 生 活身辺 処 理

V【 経済的 自活

田 共生的親子関係

3．703

，643

，013

．003

，061

．673

．50

（0．63）

（0．68）

（0．95＞

（0．74）

（1．09）

（O．90）

（0．70）

3，683

，563

．082

．902

．961

．853

．36

（0．65）

（O．72）

（O．07）

（O．78＞

（ユ．02）

（0．98）
（0．66）

3．713

．712
．943

．103
．161

．5ユ

3，64

（O．61＞

（0．62）

（0．93）

（0．70）

（L14）

（0．78）

（O．7ユ）

0。653

．17”

　　男 く 女

2．16率

　　 男 〉 女

3．84” ＊

　 男 く女

2．6ユ＋ ’

　　 男 く 女

5．26寧 牌

　 男 〉女

5．59’ ”

　　男 く女

＊
p ＜ 0．05，　

擧零
ρ＜ 0．01，　

＊拳零

ρ＜ 0．001，

表 3，自立尺度の 因子得点 と自尊感情得点の相関関係

因子
自尊感情得点

全体 男性 女性

1 主 体的 自己

H 協調的対人関係

皿 社 会的関心

rv 生 活 管理

V 生 活身辺 処 理

VI 経済的自活

W 共生的親子 関係

0．554＊＊寧　　 0．508寧雫宰

0．4ユ7‘＊ ＊

　　0。362串 寧 率

0．ユ19寧＊

　　　0．154率 曠

0．277耶 鄙 取

　　 0，260宰 串 零

0．153幽 ＊ 零

　　 0．114累

0．102申 掌

　　　0．114＊

0，346＊＊ 串

　　 0．302寧 ホ 率

0．60P 林

0．472． ホ 亭

0．0960
．286‡ 零 零

0ユ 77象 ＊ ＊

0．124寧

0．375幽 申 察

’

p＜ 0．05，　
＊ ＊

ρ＜0．01，　
亭 窄 ＊

p＜ 0．001，

相 関が認め られ た ．なお ，自尊感情 得点 の 平均値は

31．68 （SD6 ．476）で あり，性別 に よる有意差 はなか っ

た （男性の 平均値 31．25， 女性の平均値 32．08 ；t（757）一

一1．775，　n ．s．）．

　 4．考　　察

　（1） 自立尺度の構造

　本研究で は，自立 を多面的 に 測定す る 自立尺度を作

成 し，大学生の 自立 の 実態を検証 した．自立尺度の作

成にあた り，わ れ わ れ は，こ れまで の 先行研究な らび

に こ れ か らの 若者 の 自立支援 に 必要と思 われ る観点か

ら，自立 を構成す る領域 として 「心理的自立 ・自己確

立」「心理 的自立 ・対人関係」「心理 的自立 ・自己受容」

「経済的 自立」「社会的自立」「生活身辺的自立」「親か

らの 自立」の 7領域 を設定 し，それぞれを測定する計

35 項目を選定 した．

　因子分析の結果 か ら ， 自立尺度は ， 『主体的自己』

『協調的対人関係』『社会的関心亅『生活管理』『生活身

辺処理』「経済的 自活』ff共生的親子関係』の 因子か ら

構成 され て い る こ とが明らか に なっ た．こ の 7 因子は ，

項 目の 移動はあ っ た もの の，われわれがあらか じめ想

定 した 7 領域 の内容をほぼ反映して い た．しか し，想

定して い なか っ た新 しい 内容 を含 む因子もあ っ たため，

以下，そ の 因子 （「主体的 自己』『生活管理』『共生 的

親子関係』）に つ い て 考察する．

　 『主体的自己』因子は ， 9項目 と項目数が最 も多 く，

想定 した領域の 「心理 的自立 ・自己確立」か ら 4 項目，

「心理 的 自立 ・自己受容」か ら 3 項目 と 「親か ら の 自

立」 の 2 項目か ら構成 された．「自己確立」の 項目を

見直 して みるとい ずれ も自己決定に関する有能感を表

す内容で あ り，自己意識の一側面で ある 「自己受容」

とともに 『主体的自己』に吸収され た と解釈で きる．

また 「親からの 自立」か ら 『主体的自己』に 組 み 込 ま

れた の は，「親に は親の
， 自分に は 自分 の 考えがあ る」

「自分の 意志を親には っ きりとい える」の 2項 目で ，

こ れ ら は い ずれ も親か らの 心理的 自立 に関す る 内容で

あ っ た．

　『生活管理』は，当初想 定して い なか っ た新 しい 因

子で，「生活身辺的自立」「経済的自立」「社会的 自立」

の 3 領域 か らの計 5項 目から構成された．われわれは ，

日常生活を遂行する 具体的ス キ ル の 獲得を自立 の 重要

な
一

側面 と考えて い る が
， 今 回 ， 実際的なス キ ル で あ

る 『生活身辺処理』 因子 と は 別 に現在 や将来 の 生活 を

見通して 設計，管理する内容 からな る 『生活管理』因

子 が 抽 出 さ れ た こ とで ，本尺度は ，自立 をより多側面

か らとらえる こ とが で きる尺度にな っ たとい え る，

　また，『共生的親子関係』因子は，想定 した領域 の

「親か らの 自立」から 3項 目 （「親の こ とを信頼 して い

る」「親は自分の こ とを信頼 して い る」「早く親か ら独

立 したい 」），「自己受容」から移動 した 1項目 （「自分

の居場所が ある」）の計 4項目 よ り構成 された．特筆
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すべ きは，「早く親か ら独立 したい 」が逆転項目にな っ

て い た こ とで あ る，こ の 項目は，当初 ，親か らの 分離

欲求を表す項目として 「親か らの 自立」領域 に 入れて

い たが，因子分析の結果，親子の信頼関係が高い こ と

や居場所がある こ とと 「早 く親から独立 した い 」 との

問に は，負の相関関係に ある こ とが示された．親か ら

の 分離 ・独立 は ，従来，自立 の指標とされ て きたが，

今 回 の 結果 で は
，

む しろ親 との 共生的な関係が 自立 の

構成 要素 として含まれ．た こ とになる，

　なお，シ テ ィ ぎン シ ッ プ に 関連する と想定した 「社

会的自立1 の 5 項 目に つ い て は ，因子分析 の 結果 ，

「社会的に広 い 視野 を もっ て い る」 は 「協調的対人関

係』に
， 「社 会 の

一
員 と し て の 自覚をも っ て い る」は

『生活管理』に収斂 された．シテ ィ ズ ン シ ッ プ獲得の

準備期にあたる大学生 にお い ては，シ テ ィズ ン シ ッ プ

とい う意識が強固 にある わ けで はなく，対人関係や 生

活管理 とも関連する概念 として とらえ る必要がある こ

とが示唆された ．この 結果 は，大学生 の シ テ ィ ズ ン シ ッ

プ意識 を高める際 の 実践的視点となる と思 わ れ る．

　次 に，7 因子の 因子間相 関を検討 して み る と，『主

体的 自己』 と 『協調的対人 関係』『社会的関心』『生活

管理』との 間に は，中程度の 正相関が みられた （それ

ぞ れ γ
＝O．699，γ

＝
　O．422，γ

；O．554），こ の こ とか ら，

主体的な態度や行動の 形成が，周囲と良好な関係を築

くこ と，社会的な関心をもつ こ と，自分の 生活を適切

に管理する こ とと関連が ある こ とが 示 され た．また

『共生 的親子関係』 と 『協調 的対人 関係』 との 間に は

中程度 の 正相 関がみ られたが （γ＝O．403），『共生的親

子関係」と 『社会的関心』『経済的 自活』との 問 には ，

関連が み ら れ なか っ た （そ れぞ れ γ
；0．000， γ

＝

0．028）．こ の こ とは，親子関係が円満 で 距離が近 い こ

と は
， 相手の 気持ちを慮れ る よ うな優 しい 対人的態度

と関連が あり，社会的問題に関心 をもつ こ とや 経済的

自活 とは ，関連が ない こ とを示 して い る と考え られ る．

　 なお，7 因子 の α 係数 を み る と
， 『共 生 的親子関係』

が O．586 と低 めであ るが ， 他 の 6 因子 の α 係数は ，

0．60 以上 で分布 して お り，尺度内の 内的整合性は
，

確保され て い る と考え て よい だ ろ う．また，自立尺度

の各因子得点と自尊感情得点との相関関係に つ い て は ，

『主体的自己』『協調的対人関係』の 2 因子にお い て ，

比較的高い 相 関がみられ た が （そ れ ぞ れ γ
＝ 0．554，γ

＝

0．417＞，他 の 5 因子との相関 は低か っ た．自尊感情 と

高 い 相 関関係がみ られ た 2 因子は ，い ずれ も心理的側

面 の 自立 を示す 因子で あ っ た．こ の 結果か ら， 自立の

構成要素に は心理的側面 と それ以外の 要素が存在する

こ とが示された．その他の 因子の構成概念として の 妥

当性につ い て は
，

さ ら な る検証が必要で あろ う．

　  　大学生 の 自立 の 実態

　自立尺度の各項 目の 平均値 の 結果 で示され た よ うに，

今回の 調査か ら は ，良好な親子関係 の も と
， 居心地 の

よ い ひ と りの時間と居場所を確保 して い る現在の大学

生 の 実態が垣間見えた．

　因子得点の結果か らは ， 『主体的 自己』『協調的対人

関係』『共生的親子関係』の得点が高 く，心理 的自立

や人間関係 に 関する 自己評価が高い こ とが分か っ た．

それに比 べ る と 『生活身辺処理』「生活管理』『経済的

自活亅『社会的関心』の 得点はい ずれ も低 く，社会へ

の関心や生活全般 の 処理管理能力に関する 自己評価が

低い こ とが示された．自立 しない 若者 の 問題 は ，「自

立心 の 欠如」と い う心理的問題の み に還元 され る もの

で はな く，自立 の た め に は，生 活条件が満たされ る こ

とや生活力 が高め られる こ とが重要で ある とい う，近

年の議論 を裏付ける結果がみ られ た．と りわ け 『経済

的自活』は非常に低 く，経済面で の 親へ の 依存の 高さ

が示された．渡邊 （1992）が大学生 に行っ た調査で も，

親が大学 で の 勉強や活動に関する費用をほ とんど負担

して お り，男女 ともに大学生 の経済的行動は ， 親依存

で ある こ とが示されて い る ，日本の大学生 の親へ の 経

済的依存度は ， 他 国 と 比べ て高い こ とが 知られ て お り，

こ の ような親へ の 経済的依存が ，自立 や 親子関係に与

え る影響は大 きい と思 わ れ る．

　今回の分析か ら，自立尺度の 因子と して 『共生 的親

子関係』が抽出されたが，親か らの 分離 ・独立と自立

の プ ロ セ ス との 関連 に お い て ，こ れ まで と は異な る傾

向が 出現 して い る の か もしれな い ．親子の 親密 さ ， 距

離 の 近 さが大学生の 特質なの か，現代の若者
一

般に通

じる特性なの か とい う点 も含め ，今後，掘 り下 げ て考

察 して い く必要があるだろ う．

　 （3） 自立 とジェ ン ダ
ー

　 自立 は，社会文化的な文脈の 中 で 形成され る もの で

ある こ とか ら，自立 の様態や プ ロ セ ス には，社会や個

人 の ジ ェ ン ダ ー観が 大き く影響 して い る と考え られ る ．

本研 究 で は，自立尺度の 因子得点お よび自立尺度 と 自

尊感情 との 関連の 2 点につ い て，性別に よる比較を行 っ

た．

　 因子得点は ， 『主体的自己亅以外の 6因子 で ，性別

に よる有意差が み られ，男 性は，女性に比べ る と，

『社会的関心』『経済的 自活』が高 く， 女性 は，『協調
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的対人 関係』『生活管理 』『生活身辺処理』『共生的親

子関係』の 4 因子が男性よ りも高か っ た．大学生 を対

象に尺 度を使用 して 自立 の 様相 につ い て検討 した こ れ

まで の 研 究 にお い て も， 男性 は ， 経済的行動 （渡邊

1992，1993），社会 的視野 （高坂 と戸田 2005）に関す

る得点 が 女性 よ りも高 く，女性は，生活身辺行動，親

依存 ・絆 （渡邊 1992，1993）が男性よ りも高 い とい

う結果が得られ て い る，本研究の 結果もこ れらの 結果

と
一

致する．男女間の こ の 違 い は ， 男性が主 として社

会経済的な役割 を，女性が生活身辺，生活管理的な役

割を担 うと い う現代 の 日本社会 に お け る ジ ェ ン ダ ー役

割とそ の まま重 な る．大学生 とい う社会に参入す る た

め の準備時期に お い て ，すで に伝統的なジ ェ ン ダ
ー観

の影響が 現 れ て い る と い え よ う．また，女性 の 心理的

発達の 過程に は，他者 との 関係性や親密性が大 きく関

与 して い る こ とが指摘され て お り （Giiligan　1982；青

木 1989 ；福 島 1993），本研究に お い て も，女性は 男

性に比べ て，周囲の 人や親と協調的な関係にあると自

己評価 して い る こ とが うか が え た ．

　 自尊感情との 関連で は，男性で は 自立尺度の すべ て

の 因子 （7因子）と自尊感情 とに有意な正 の 相 関関係

が み ら れ た．しか し，女性 で は 『社会的関心』の 高さ

と自尊感情 には 関連が なか っ た．こ の結果に興味を も

ち，『社会的関心』 を構成す る 3 項 目と自尊感情得点

と の 相 関をみた と こ ろ，「日本の 政治に 関心が ある」

「新聞 を読む」の 2 項目と無相関で あっ た．女性に とっ

て は，政治へ の関心 の 高さや 新聞を読む習慣 と
， 自尊

感情 とは 関連の ない こ とが明 らか にな っ た．

　5．結論と今後の課題

　本研 究で は，大学生 の 自立 の実態 を客観的，多面的

に把握するこ とを目的 として ，新た に 自立尺度を作成

した．自立尺度は，『主体的 自己」『協調的対人 関係』

『社会的関心』『生活管理』『生活身辺処理』『共生 的親

子関係』『経済的自活』 の 因子か ら構成され て い た．

　本尺度は，概ね満足 で きる信頼性 ， 妥当性が得られ，

7 つ の 側面 か ら若者 の 自立 の 状態 を客観的 に 理解する

上 で 役立 つ もの と考える．本尺度 を構成す る 7 つ の 因

子 の 中 に は
， 従来 の 自立尺度に含まれ て い た心 理 的自

立に関する因子に加 え，社会 的自立 や 生活的自立 に関

す る因子 も含まれ て お り，心理的側面に偏ら な い 自立

の 様相を と らえ る こ とが で きる よ うに な っ て い る，そ

の ため，若者が自らの 自立 に つ い て ，日常生活 におけ

る具体的な行動 レベ ル か ら考える こ と を促 し， 若者の

自立 を支援する 側 に と っ て も有用 な ッ
ー

ル となるで あ

ろ う．また，本尺度を指標 と して 使用す るこ とによ り，

自立 の 発達的変化をとらえ る こ とが可能に な る と考え

る ．同
一
指標を用い て ，大学生以降の若者を対象に調

査をする こ とに よ り，現代の 若者が どの ような自立の

プ ロ セ ス を経 て ， 大 人にな っ て い くの か に つ い て の考

察を深め る こ とが で きるであろ う，

　今後の 検討課題 として，本研究で 明 らか に な っ た 自

立 を構成する各因子の様相に 関連する要因の分析があ

げられ る ．今回の調査で大学生 の 親密で 距離の 近 い 親

子関係 の 実態が 明 らか に なっ た が
， 親子関係が 自立 の

過程にお よぼす影響 は小 さくない こ とが予想される．

そ こ で ，親 の 社 会経済的状態，親子関係 と自立 の 関連

に つ い て，今後，さ らに分析をすすめ て い きた い ．ま

た，自立 の 実態が発達の 過程や若者が 置か れ る社会経

済的状況 に よ っ て ど の よ うに 変化 して い くの か
， 大学

生以降の 年齢段階を追 っ て み て い くこ とも必要で あろ

う，とくに，大学生 で は未発達だ っ た シ テ ィ ズ ン シ ッ

プ に 関する 意識が，ど の ようなプ ロ セ ス で獲得され て

い くの か を検証 して い きたい ．さらに，ジェ ン ダーに

よる自立 の 相違 は，実社 会に 出 て い くこ とで変容 して

い くこ とが予想され る．対人関係性重視 とい わ れ る女

性の発達プ ロ セ ス が女性の 自立 に お よぼ す影響や，協

調的な人間関係や 共生的な親子関係が ，共依存的な関

係 に進ん で い くの か ， あ るい は他者や社会 との 自立 的

な相互性 の 構築へ と発展 して い くの か とい う点 に つ い

て も，明 らか にして い きたい ．

　本調査 の 趣 旨をご 理解い ただき，調査 に協力 し て い

ただ い た方々 に，深 く感謝申し上 げます．
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